
４／２（火）の発表

報道発表資料の配付日時 ４月２日（火）１０時００分

発 表 項 目 「かみかわゼロカーボンStory」魅力発信プロジェクトについて
（ 行 事 名 ）

概 要 上川総合振興局では、ゼロカーボン北海道の実現に向けた取組の一環とし
て、管内自治体や企業・団体などのご協力のもと、管内にある食や自然、産
業などの豊富な地域資源について、ゼロカーボンの視点を交えながら、その
魅了を追い、ストーリーとして紹介する「かみかわゼロカーボンStory」魅
力発信プロジェクトをスタートします。
この度、第１弾のストーリーを公表しましたので、お知らせします。

＜第１弾概要＞
【旭川市】デザインの探求と地球環境への想い

～進化を続ける旭川家具～

【鷹栖町】パレットヒルズ
～パレットの上でさまざまな色が生み出されるように

四季折々の自然を生み出す丘～

【東川町】地下水で暮らす町
～地下水を守ること すなわちそれは 東川町を守ること～

＜その他＞
・詳細は、当局ホームページの専用ページをご覧ください。
URL：https://www.kamikawa.pref.hokkaido.lg.jp/ts/tss/184098.html
QRコード

・第２弾以降については、新たなストーリーが完成次第、順次公表してい
きます。

・参考として【旭川市】のストーリーを添付しています。

参 考

報 道 ( 取 材 ) ・ゼロカーボンの機運醸成や地域の魅力発信に向けた振興局独自の取組とな
に 当 た っ て りますので、積極的な報道をお願いします。
の お 願 い

他 の ク ラ ブ 同 時 配 付
と の 関 係 同 時 レ ク

担 当 上川総合振興局地域創生部地域政策課（担当者：地域政策課長 天﨑）
（ 連 絡 先 ） ＴＥＬ ０１６６－４６－５１２７



古
く
か
ら
の
ア
イ
ヌ
の
人
々

の
営
み
と
開
拓
の
歴
史
に
よ
っ

て
、
今
日
の
旭
川
市
の
礎
が
築

か
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
交
通
の
要
衝
・
物

流
の
集
積
地
と
し
て
発
展
し
、

現
在
は
、
札
幌
市
に
次
ぐ
北
海

道
の
第
２
の
都
市
で
あ
り
、
医

療
福
祉
施
設
、
教
育
施
設
、
文

化
施
設
、
公
的
機
関
な
ど
の
都

市
機
能
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

産
業
で
は
、
食
糧
供
給
に
重

要
な
役
割
を
担
う
稲
作
な
ど
の

農
業
や
食
料
品
、
紙
パ
ル
プ
な

ど
の
製
造
業
、
旭
川
家
具
を
は

じ
め
と
し
た
木
工
、
機
械
金
属

な
ど
の
も
の
づ
く
り
産
業
が
集

積
し
て
い
る
ほ
か
、
北
北
海
道

の
交
通
・
物
流
の
拠
点
と
し
て
、

卸
・
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な

ど
が
発
展
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
航
空
路
線
の
充
実
に

よ
り
、
多
く
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
日
本
五
大
産
地

の
一
つ
で
１
２
０
年
余
り
の
歴

史
が
あ
る
旭
川
家
具
に
つ
い
て
、

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

旭
川
市
と
近
隣
の
東
川
町
や

東
神
楽
町
、
当
麻
町
は
80

社

近
い
家
具
メ
ー
カ
ー
が
集
積
し
、

多
く
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
職
人
が

活
躍
す
る
「
家
具
の
街
」
で
す
。

生
産
さ
れ
た
高
品
質
な
家
具
は

「
旭
川
家
具
」
と
総
称
さ
れ
、

日
本
の
五
大
産
地
に
数
え
ら
れ
、

世
界
的
に
も
非
常
に
高
い
評
価

を
受
け
て
い
ま
す
。

旭
川
家
具
の
発
祥
は
、
明
治

時
代
の
中
期
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

陸
軍
師
団
の
建
設
に
伴
い
、
本

州
か
ら
の
建
築
・
建
具
職
人
が

移
住
し
た
こ
と
や
鉄
道
の
開
通

に
伴
い
、
客
車
整
備
の
た
め
の

木
工
場
が
作
ら
れ
、
机
・
椅
子

な
ど
が
製
造
さ
れ
た
こ
と
が
今

日
の
産
地
形
成
の
起
源
で
あ
り
、

先
人
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
家
具

作
り
に
か
け
る
熱
い
情
熱
に
よ

り
、
日
本
屈
指
の
家
具
生
産
地

と
し
て
飛
躍
を
遂
げ
ま
し
た
。

旭
川
市
と
は

デザインの探求と

日
本
屈
指
の

家
具
生
産

地球環境への想い

～進化を続ける旭川家具～

旭川市

旭 川 市 かみかわゼロカーボンStory



大
雪
山
系
の
森
林
に
囲
ま
れ
、

気
候
条
件
も
相
ま
っ
て
良
質
な

木
材
の
集
積
地
と
な
っ
て
い
る

北
海
道
上
川
地
方
。
ミ
ズ
ナ
ラ
、

タ
モ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、
近
年

で
は
シ
ラ
カ
バ
な
ど
、
家
具
材

に
な
る
優
れ
た
樹
木
が
豊
富
に

あ
り
、
道
内
で
も
旭
川
だ
け
で

開
か
れ
る
「
銘
木
市
」
に
は
、

多
く
の
関
係
事
業
者
が
買
い
付

け
に
集
ま
り
ま
す
。

旭
川
家
具
は
、
元
来
、
道
産

材
活
用
志
向
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
昭
和
35

年
代
以
降
の
高

度
経
済
成
長
と
輸
入
自
由
化
の

中
で
、
安
価
な
外
国
産
材
の
使

用
が
高
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

世
界
的
に
森
林
破
壊
な
ど
経
済

活
動
に
よ
る
森
林
環
境
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
外
国

産
材
の
輸
送
に
は
大
量
の
化
石

燃
料
が
使
わ
れ
、
環
境
負
荷
を

か
け
て
い
ま
す
。

道
産
材
を
使
う
意
義

❘
森
林
保
全
と
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

道
産
材
へ
の
回
帰

天
然
資
源
で
あ
る
木
を
使
う

家
具
だ
か
ら
こ
そ
、
地
球
環
境

へ
の
配
慮
は
重
要
課
題
で
す
。

で
き
る
こ
と
な
ら
、
近
く
の
山

か
ら
伐
り
出
し
た
木
で
、
家
具

を
つ
く
り
た
い
。
「
地
元
の
素

材
と
技
術
を
生
か
し
た
製
品
づ

く
り
」
と
い
う
原
点
に
立
ち
戻

り
、
産
地
全
体
で
再
び
地
元
、

北
海
道
の
木
を
使
っ
て
家
具
を

つ
く
る
取
組
を
進
め
、
現
在
は

約
58

％
が
北
海
道
産
広
葉
樹

で
す
。

平
成
26

年
に
ス
タ
ー
ト
し

た
「
こ
こ
の
木
の
家
具
・
北
海

道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
木

部
の
外
観
表
面
の
80

％
以
上

が
、
北
海
道
で
伐
採
さ
れ
た
広

葉
樹
で
あ
る
も
の
を
『
こ
こ
の

木
の
家
具
』
と
定
義
。

各
メ
ー
カ
ー
共
通
で
ク
マ
の

イ
ラ
ス
ト
の
あ
る
黄
色
い
タ
グ

を
付
け
、
「
北
海
道
産
の
木
材

を
使
っ
た
旭
川
家
具
」
で
あ
る

こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

森
林
は
二
酸
化
炭
素
を
吸
収

し
、
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
大
切

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
が
、

家
具
に
「
木
を
使
う
こ
と
」
と

「
森
を
守
る
こ
と
」
は
、
一
見

矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
健
全
な
森
林
を
育

て
る
た
め
に
は
、
成
長
に
よ
り

過
密
と
な
っ
た
森
林
内
の
木
の

密
度
を
調
整
す
る
間
伐
を
行
い

つ
つ
、
育
て
ば
伐
採
し
、
ま
た

新
た
な
木
を
植
え
る
と
い
う
サ

イ
ク
ル
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

成
長
期
の
若
い
森
林
で
は
、

樹
木
は
、
二
酸
化
炭
素
を
旺
盛

に
吸
収
し
ま
す
。
こ
れ
に
対
し

て
、
成
熟
し
た
森
林
に
な
る
と
、

吸
収
量
と
呼
吸
量
の
差
が
次
第

に
小
さ
く
な
り
、
差
し
引
き
の

吸
収
能
力
は
低
下
し
て
い
き
ま

す
。木

を
使
わ
な
い
こ
と
で
は
な

く
、
「
木
を
伐
り
使
う
ス
ピ
ー

ド
」
を
「
森
が
育
つ
ス
ピ
ー

※林野庁HPから抜粋

ド
」
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
が
二

酸
化
炭
素
の
吸
収
量
向
上
に
は

不
可
欠
で
す
。

旭
川
家
具
で
は
、
長
年
に
わ

た
り
“
次
世
代
に
繋
げ
る
森
を

つ
く
る
”
を
合
言
葉
に
、
業
界

全
体
で
植
樹
を
は
じ
め
、
枝
打

ち
、
下
刈
り
、
間
伐
な
ど
の
整

備
を
行
う
森
づ
く
り
に
力
を
い

れ
て
い
ま
す
。

『
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｅ

Ｉ
Ｎ

Ｈ
Ｏ

Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
』
と
い
う
旭
川

家
具
の
原
点
を
守
り
、
川
上
で

あ
る
森
と
川
下
で
あ
る
旭
川
家

具
製
造
が
手
を
取
り
合
い
、
持

続
可
能
な
家
具
産
地
づ
く
り
と

環
境
負
荷
の
低
減
に
つ
な
げ
て

い
る
の
で
す
。
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旭
川
家
具
の
特
徴
は
、
美
し

く
機
能
的
な
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

良
質
な
素
材
と
高
度
な
技
術
を

活
か
し
た
シ
ン
プ
ル
モ
ダ
ン
な

デ
ザ
イ
ン
は
世
界
的
に
も
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
家
具
メ
ー
カ
ー
や

デ
ザ
イ
ナ
ー
が
こ
だ
わ
る
デ
ザ

イ
ン
の
理
念
は
「
長
く
愛
さ
れ

る
デ
ザ
イ
ン
」
。
世
代
を
超
え

た
普
遍
的
な
美
し
さ
と
機
能
美

を
追
求
し
て
お
り
、
２
代
、
３

代
と
使
い
続
け
る
こ
と
も
珍
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
メ
ー

カ
ー
で
、
家
具
を
使
用
す
る
う

ち
に
生
じ
た
木
部
の
傷
や
色
褪

せ
、
椅
子
張
地
の
擦
り
切
れ
な

ど
を
修
理
す
る
レ
ス
ト
ア
に
対

応
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
理
念

の
現
れ
で
す
。

森
林
に
は
二
酸
化
炭
素
を
吸

収
し
、
炭
素
を
固
定
化
す
る
機

能
が
あ
り
「
炭
素
の
貯
蔵
庫
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機

能
は
、
家
具
と
な
っ
た
後
も
燃

や
さ
な
い
限
り
変
わ
り
な
く
、

木
製
品
は
「
炭
素
の
缶
詰
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
量
に

生
産
し
、
廃
棄
す
る
の
で
は
蓄

え
ら
れ
た
二
酸
化
炭
素
が
放
出

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ロ
ン
グ

ラ
イ
フ
の
製
品
を
大
切
に
使
い
、

廃
棄
を
減
ら
す
こ
と
が
、
二
酸

化
炭
素
排
出
量
の
削
減
に
つ
な

が
る
の
で
す
。

親
か
ら
子
、
子
か
ら
孫
に
思

い
出
と
共
に
引
き
継
が
れ
た
旭

平
成
２
年
に
始
ま
っ
た
「
国

際
家
具
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
旭
川
（I

F
D
A

）
」
。

３
年
に
１
度
開
催
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
の
応
募
総
数
は
世
界
77

か
国
・
地
域
か
ら
９
，
４
３
３

点
に
及
び
、
う
ち
50

点
以
上

が
旭
川
家
具
と
し
て
国
内
外
に

流
通
し
て
い
ま
す
。
世
界
を
目

指
す
家
具
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
登
竜

門
と
し
て
、
世
界
的
に
高
い
評

価
を
受
け
て
お
り
、
家
具
に
誠

実
に
向
き
合
う
つ
く
り
手
と
デ

ザ
イ
ナ
ー
を
結
ぶ
架
け
橋
と

な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
に
旭
川
市
は
、
ユ

ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
デ
ザ
イ
ン
部
門
で
の
加
盟

認
定
を
受
け
ま
し
た
。
世
界

43

都
市
、
国
内
で
は
名
古
屋

市
、
神
戸
市
に
次
ぐ
３
都
市
目

で
あ
り
、
世
界
に
通
ず
る
「
デ

ザ
イ
ン
都
市
」
と
し
て
歩
み
始

め
ま
し
た
。

毎
年
開
催
さ
れ
る
「
Ａ
Ｓ
Ａ

Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｇ

Ｎ

Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
」
（
あ
さ
ひ
か

わ
デ
ザ
イ
ン
ウ
ィ
ー
ク
）
で
は
、

家
具
・
木
工
を
中
心
に
建
築
や

デ
ザ
イ
ン
へ
の
こ
だ
わ
り

と
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

旭
川
家
具
の

こ
れ
か
ら

川
家
具
は
、
子
や
孫
に
託
さ
れ

た
地
球
の
未
来
を
つ
な
ぐ
バ
ト

ン
。
長
く
使
い
続
け
て
欲
し
い

と
い
う
旭
川
家
具
に
込
め
ら
れ

た
理
念
は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の

実
現
に
も
通
ず
る
も
の
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

機
械
金
属
、
食
や
観
光
な
ど
、

も
の
づ
く
り
の
ま
ち
な
ら
で
は

の
デ
ザ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
目
白

押
し
。
関
係
者
だ
け
で
は
な
く
、

一
般
市
民
、
観
光
客
も
参
加
し

や
す
く
、
「
家
具
の
ま
ち
旭

川
」
を
肌
で
感
じ
る
イ
ベ
ン
ト

と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
に
は
、
旭
川
デ
ザ

イ
ン
セ
ン
タ
ー
が
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
。
旭
川
家
具
の
技
術
や
デ
ザ

イ
ン
、
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
空
間
の
ほ

か
、
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
の
受
賞
作
品
や
歴
代
の

旭
川
家
具
の
椅
子
が
並
ぶ
姿
は

圧
巻
で
す
。

地
球
環
境
へ
の
強
い
想
い
と
、

あ
く
な
き
デ
ザ
イ
ン
へ
の
探
求
。

持
続
可
能
な
家
具
の
聖
地
を
目

指
し
、
旭
川
家
具
は
こ
れ
か
ら

も
進
化
を
続
け
未
来
に
向
け
て

歩
み
続
け
ま
す
。
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Special Interview

旭川家具工業協同組合理事長

（株式会社カンディハウス会長）

藤田 哲也
ふ じ た て つ や

旭川家具工業協同組合では、木を大切にする気持ちを示し、より質の高い家具づくりを目指すため、平成
1 9年に「旭川・家具づくりびと憲章」を制定しました。先人によって培われ継承されてきた家具づくりの
伝統を大切にしつつも進化発展させながら、地球環境とともに歩み続ける決意表明といってもいいかもしれ
ませんね。

平成 2 6年からスタートした「ここの木の家具・北海道プロジェクト」は、木を長年扱ってきた経験に基
づいて自主基準を設け、北海道産広葉樹の使用率を増やし続け、今では５割を超えるまでになりました。全
国の家具産地を調べてみても、ここまで地元産材にこだわっている産地はありません。良質な木材産地とい
う北海道、旭川の強みだと思います。

私が会長を務めるカンディハウスの試算では、道産材の活用を進めることにより、海外からの木材輸送時
の二酸化炭素排出量を 1 0年前の 5 0％削減できたことがわかりました。近年では、外国での展示販売など輸
出も増えていますが、環境にどこまで配慮しているかなどの問い合わせが増えており、世界は日本が思って
いるよりも環境配慮への意識が非常に高いことを実感しています。

旭川家具の多くのメーカーでは、暖房に化石燃料を使わず加工の過程で生じる端材や樹皮を燃料としたバ
イオマスを使っていますし、径が細い、節があるなど、従来では加工に適さないとされた材も何度もつなぎ
合わせ、加工して製品にすることができるようになりました。木材業界、家具業界、試験研究機関など、い
わゆる川上から川下まで地域が一体となって、技術や素材の研究を続け、各メーカーが切磋琢磨し続けてい
るのが旭川家具の強みです。伝統の確かな技術に裏打ちされているからこそ、道産材を大切に活用すること
ができるのです。

そして、近年、力を入れているのが、家具による産業観光です。世界的に認められたデザインや確かな技
術があっても、道内外での知名度はまだまだと言わざるを得ません。そこで、令和５年に旭川家具工業協同
組合が運営する「旭川デザインセンター」を産業観光拠点としてリニューアルオープンしました。約 1 , 0 0 0
坪という広大な空間に約 3 0社のメーカーが常設ブースを設けた総合ショップであると同時に、旭川家具の
歴史やデザインを学ぶことができるミュージアム機能、自分で作った木製クラフトをお持ち帰りいただける
体験工房など、旭川家具の魅了を詰め込んだ発信拠点となっています。北海道で開催されたアドベンチャー
トラベルワールドサミット（ A T W S）では、ポストサミットとして世界中のアドベンチャートラベル関係者
の方々に視察をいただきました。家具の発信拠点というだけでなく、家具を通じて旭川の自然や文化を深く
知り体験できる施設ですので、国内外の多くの方々に P Rしていきたいですね。

地球環境とともに歩む旭川家具

注目情報

旭川家具・クラフトが一堂に集結する複合施設。ユネス
コ・デザイン都市である旭川の産業観光拠点として、旭川
家具の歴史やものづくりを学ぶことのできるミュージアム。
その他にも体験工房やコレクション展、ブランドブース

が設けられており、旭川家具の魅力を存分に味わうことが
できます。

●住所 旭川市永山2条10丁目1-35
●営業時間 10時～17時（定休日：毎週火曜日）
●URL https://asahikawadesign.com/

「ASAHIKAWA DESIGN CENTER」

旭 川 市 かみかわゼロカーボンStory


